
5.1.4-1 

[水環境] 

5.1.4 水質（土砂による水の濁り、水温、富栄養化、溶存酸素量、水素イオン濃度） 

5.1.4.1 環境影響評価の手順 

水質（土砂による水の濁り、水温、富栄養化、溶存酸素量、水素イオン濃度）に係る環境

影響評価の手順を図 5.1.4-1 に示す。 

水質の環境影瞥評価にあたっては、「1.4.5 事業の工事計画の概要」等に示した工事の計画

等の事業特性を踏まえて、文献その他の資料等により地域の自然的状況（水象、水質等）及

び社会的状況（河川の利用の状況等）を把握した。これらを整理した内容に基づき、調査、

予測及び評価の手法を選定した。 

本項においては、予測に必要となる情報（水象、水質等の水環境の状況）を文献その他の

資料及び現地調査により収集し、「工事の実施」及び「土地又は工作物の存在及び供用」に伴

う水環境の変化に関する予測を行った。予測の結果、環境保全措置が必要と判断される場合

には、その内容を検討し、環境影響の回避又は低減の視点から評価を行った。 
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資料)1.ダム事業における環境影響評価の考え方(河川事業環境影響評価研究会 平成 12 年 3 月)1)1 

をもとに作成 

 

図 5.1.4-1 水質（土砂による水の濁り、水温、富栄養化、溶存酸素量、水素イオン濃度）の環

境影響評価の手順 

  

 
1 該当する引用・参考文献の番号を示し、項末に一覧を示す。 

 
・簡略化された調査又は予測の手法の選定 

・詳細な調査又は予測の手法の選定 

 

 
〔文献その他の資料調査〕 

・自然的状況(水象、水質等) 

・社会的状況(河川の利用の状況等) 

 
〔文献その他の資料及び現地調査〕 

・流量、水温、水質 

・気象 

・土質 

 
「工事の実施」と「土地又は工作物の存在

及び供用」について、以下のものを予測す

る。 

〇工事の実施における予測 

・土砂による水の濁り 

・水温 

・富栄養化 

・溶存酸素量 

・水素イオン濃度 

〇存在・供用における予測 

・土砂による水の濁り 

※工事の実施における予測は、試験湛水と

試験湛水以外にわけて行う。 

予 測  
○環境保全措置の検討と検証 

・検討順 

回避又は低減→代償措置 

・複数案の比較検討、より良い技術の活用

ほか 

○検討結果の整理 

・効果 

・効果の不確実性の程度 

・実施に伴い生ずるおそれのある環境影響 

○事後調査の検討 

環境保全措置 

 

・事業者の実行可能な範囲内で環境影響が出来る限り回避し、又は低減されているか。 

・国又は地方公共団体の基準又は目標との整合が図られているか。 

第 2 章 事業実施区域及びその周囲の概況 

調 査 

評 価 

本項 

第 3 章 大戸川ダム環境

調査計画書についての意

見と事業者の見解 

 
・事業実施区域の位置 

・事業の規模 

・事業の工事計画の概要等 

第 1 章 事業の目的及び内容 

第 4 章 対象事業に係る環境影響評価の項目並びに調査、予測及び評価の手法 
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5.1.4.2 調査結果の概要 

(1) 調査の手法 

1) 調査すべき情報 

(a) 水質及びその調査時における流量の状況 

水質は流量や水温の影響を受けることから、水質と流量の関係、ダム洪水調節地におけ

る濁質の沈降特性及び熱量収支を把握するため、次の事項を調査した。 

a) 流量 

b) 浮遊物質量（SS）、濁度、粒度分布、窒素化合物＊1、燐化合物＊2、溶存酸素量（DO）、

生物化学的酸素要求量（BOD）、化学的酸素要求量（COD）、クロロフィル a（Chl-a）、水

素イオン濃度（pH） 

c) 水温 

 

(b) 気象の状況 

水質は気象の影響を受けることから、次の事項を調査した。 

a) 降水量、気温、風速、湿度、雲量、日射量 

 

(c) 土質の状況 

土砂による水の濁りと裸地の特性を把握するため、次の事項を調査した。 

a) 表層地質、沈降特性 

 

なお、環境要素と各水質調査項目との関係を表 5.1.4-1に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＊1：窒素化合物は、全窒素（T-N）、アンモニウム態窒素（NH4-N）、硝酸態窒素（NO3-N）、亜硝酸態窒素（NO2-N）、有機態窒

素（O-N）を測定した。 

＊2：燐化合物は、全燐（T-P）、溶解性全燐（D･T-P）、オルトリン酸態燐（PO4-P）、溶解性オルトリン酸態燐（D･PO4-P）

を測定した。 
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表 5.1.4-1 環境要素と各水質調査項目との関係 
環境要素  

 

調査すべき項目 

工事の実施 
土地又は工作物 

の存在及び供用 

土砂による水の濁り 水温 富栄養化 溶存酸素量 
水素イオン 

濃度 

土砂による 
水の濁り 

流量 流量 ○ ○ ○  ○ ○ 

水質 SS ○  ○   ○ 

濁度 ○  ○   ○ 

粒度分布 ○  ○   ○ 

BOD   ○    

COD   ○    

燐化合物   ○    

窒素化合物   ○    

DO   ○ ○   

Chl-a   ○    

pH     ○  

水温 水温 ○ ○ ○ ○  ○ 

気象 降水量、気温、 
風速、湿度、 
雲量、日射量 

○ 
○ 

(降水量を除く) 
○ 

(降水量を除く) 
  

○ 
(降水量を除く) 

土質 表層地質、沈降特
性 

○     ○ 

調査の必要性 ・出水時に工事の実施に
伴って出現する裸地から
濁水が発生するととも
に、濁水処理施設からの
処理水を放流するため、
水環境への影響が考えら
れる。 
・工事の実施による河川
の土砂による水の濁りを
予測するために必要な情
報として流量、SS、濁度
を調査する。 
・裸地からの流出量を推
定するため、降水量のデ
ータを収集する。 
・土質や表層地質によっ
て裸地から流出する濁水
中の沈降特性が異なるた
め、改変区域の土質、表
層地質を調査する。 
・試験湛水時の流水の貯
水に伴い、ダム洪水調節
地点及びダム下流河川に
おける土砂による水の濁
りによる水環境への影響
が考えられる。 
・ダム洪水調節地及びダ
ム下流河川のSSを予測す
るために必要な情報とし
て、流量、SS、濁度、粒
度分布を調査する。な
お、水温はダム洪水調節
地内の水の流れを再現す
るために用いる。 
・ダム洪水調節地の熱量
収支を把握するため気象
のデータを収集する。 

・試験湛水時
の流水の貯水
に伴い、ダム
洪水調節地及
びダム下流河
川における水
温変化による
水環境への影
響が考えられ
る。 
・ダム洪水調
節地点及びダ
ム下流河川の
水温を予測す
るために必要
な情報とし
て、流量、水
温を調査す
る。 
・ダム洪水調
節地の熱量収
支を把握する
ため、気象の
データを収集
する。 

・試験湛水時の
流水の貯水に伴
い、ダム洪水調
節地内の植物プ
ランクトンの増
加に伴う有機物
の生産によっ
て、ダム洪水調
節地及びダム下
流河川の水環境
への影響が考え
られる。 
・ダム洪水調節
地内のCOD、
BOD、T-N、T-
P、Chl-a、DO、
ダム下流河川の
BODを予測する
ために必要な情
報として「工事
の実施に係る土
砂による水の濁
り」の項目の
他、BOD、COD、
窒素化合物、燐
化合物、Chl-
a、DOを調査す
る。 
・ダム洪水調節
地点の熱量収支
を把握するた
め、気象のデー
タを収集する。 

・試験湛水時
の流水の貯水
に伴い、ダム
洪水調節地及
びダム下流河
川における溶
存酸素量の変
化による水環
境への影響が
考えられる。 
・ダム洪水調
節地の溶存酸
素量を予測す
るためにDO及
び水温を調査
する。 
・試験湛水時
の溶存酸素量
の予測につい
ては、富栄養
化と同時に予
測を行うた
め、関連する
調査項目は富
栄養化に含
め、ここでは
流入条件で必
要となるDO及
び水温とす
る。 

・ダムの堤体
の工事の実施
により濁水処
理施設から放
流される処理
水中のアルカ
リ分による水
環境への影響
が考えられる
ため、これに
係る流量、pH
を調査する。 

・出水時の流水
の貯水に伴い、
ダム洪水調節地
及びダム下流河
川における土砂
による水の濁り
による水環境へ
の影響が考えら
れる。 
・ダム洪水調節
地及びダム下流
河川のSSを予測
するために必要
な情報として、
流量、SS、濁
度、粒度分布を
調査する。な
お、水温はダム
洪水調節地内の
水の流れを再現
するために用い
る。 
・ダム洪水調節
地の熱量収支を
把握するため、
気象のデータを
収集する。 
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2) 調査の基本的な手法 

調査の基本的な手法は、文献その他の資料及び現地調査による情報の収集並びに当該情

報の整理及び解析により行った。 

文献その他の資料は、気象庁が実施した気象観測の資料等を収集した。現地調査は、流

量観測、水質の採水及び分析、水温観測及び土質調査を行い、これらの情報の整理及び解

析により行った。なお、水質の採水及び分析は、「水質汚濁に係る環境基準について（令和

5 年 3 月 13 日環境省告示第 6 号）」第 2 に規定する測定の方法又は「国土交通省河川砂防技

術基準調査編（令和 4年 6 月）」に規定する測定の方法を用いた。 

 

3) 調査地域・調査地点 

調査地域及び調査地点を図 5.1.4-2 及び図 5.1.4-3 に、調査地点と環境要素との関係を

表 5.1.4-2に示す。 

水質及びその調査時における流量の調査地域は、事業実施区域並びにその区域の上流及

び下流の河川（瀬田川合流点まで）とした。調査地点は、①流入河川（大戸川）、②流入河

川（田代川）、③流入河川（水越川）、④ダムサイト地点（大戸川）、⑤下流地点（大戸川 支

川合流前）、⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前）、⑦合流地点（瀬田川）とした。 

気象の調査地域は、対象事業実施区域及びその周辺の区域とした。調査地点は地域の気

象を適切かつ効果的に把握できる地点として、地域の気象を継続的に観測している信楽地

域気象観測所（降水量、気温、風速）とした。なお、湿度は上野特別地域気象観測所、日

射量は彦根地方気象台、雲量は大阪管区気象台を調査地点とした。 

土質の調査地域は、対象事業実施区域及びその周辺の区域とした。調査地点は工事の実

施箇所における土質の状況を適切かつ効果的に把握できる地点とした。 
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図 5.1.4-2 水質及び土質に係る調査地域及び調査地点 

  

水質調査 

土質調査 

④ダムサイト地点（大戸川） ⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前） 

⑤下流地点（大戸川 支川合流前） 

②流入河川（田代川） 

③流入河川（水越川） 

①流入河川（大戸川） 
⑦合流地点（瀬田川） 

②流入河川（田代川） 

➀流入河川（大戸川） 

➂流入河川（水越川） 



5.1.4-7 

 

図 5.1.4-3 気象に係る調査地域及び調査地点 
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表 5.1.4-2 環境要素と予測で用いる調査地点との関係 

調査 

すべき 

情報 

環境要素 

 

 

 

 

 

調査地点 

工事の実施 

土地又は

工作物の

存在及び 
供用 

調査 

機関 
土砂に 

よる水 
の濁り 

水温 富栄養化 
溶存 

酸素量 

水素 

イオン 

濃度 

土砂に 

よる水 

の濁り 

流量 

水温 

水質 

①流入河川（大戸川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

②流入河川（田代川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

③流入河川（水越川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

④ダムサイト地点（大戸川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

⑤下流地点（大戸川 支川合流前） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

⑦合流地点（瀬田川） ○ ○ ○ ○ ○ ○ A 

気象 信楽地域気象観測所（降水量、気温、風速） ○ ○ ○ － － ○ B 

上野特別地域気象観測所（湿度） ○ ○ ○ － － ○ B 

彦根地方気象台（日射量） ○ ○ ○ － － ○ B 

大阪管区気象台（雲量） ○ ○ ○ － － ○ B 

土質 対象事業実施区域及びその周辺の区域 ○ － － － － ○ A 

注)1.調査地点と環境要素との関係の凡例は、次のとおりである。 

○：予測の与条件等で用いることを示す。 

－：予測の与条件等で用いないことを示す。 

2.調査機関は、次のとおりである。 

A：国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所 B：気象庁 

3.⑦合流地点（瀬田川）付近では土砂撤去工事が令和5年3月まで実施されていたことから、 

工事期間中は、工事の影響のない瀬田川の大戸川との合流直前にも補足採水地点を設け、分析対象とした。 

  



5.1.4-9 

4) 調査期間等 

(a) 水質及びその調査時における流量の状況 

水質調査については、経年的な変化をみる「定期調査」及び降雨による高水時の状況

を把握する「高水時調査」を実施した。 

水質調査の種類及び目的を表 5.1.4-3 に、水質調査の項目を表 5.1.4-4 及び表 

5.1.4-5 に、水質調査（定期調査）の実施状況を表 5.1.4-6 に、水質調査（高水時調査）

の実施状況を表 5.1.4-7 に示す。また、流量の現地調査の実施状況を表 5.1.4-8に示す。 

 

表 5.1.4-3 水質調査の種類と目的 

調査の種類 調査の目的 

定期調査 水質を定期的に測定することにより、調査地域の現況水質を把握する。 

高水時調査 高水時の河川流量が大きいときの水質状況を把握する。 

 

表 5.1.4-4 水質調査の項目（定期調査） 

調査の種類 調査の項目 

一般項目 水温、濁度 

生活環境項目 pH、DO、BOD、COD、SS 

富栄養化関連項目 T-P、D・T-P、PO4-P、D・PO4-P、T-N、NH4-N、NO3-N、NO2-N、O-N、Chl-a 

その他 流量 

 

表 5.1.4-5 水質調査の項目（高水時調査） 

調査の種類 調査の項目 

一般項目 水温、濁度 

生活環境項目 COD、SS 

富栄養化関連項目 T-P、D・T-P、PO4-P、D・PO4-P、T-N、NH4-N、NO3-N、NO2-N、O-N 

その他 流量、粒度分布 
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表 5.1.4-6 水質調査の実施状況（定期調査） 

調査地点 調査内容 令和4年 令和5年 

①流入河川（大戸川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

②流入河川（田代川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

③流入河川（水越川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

④ダムサイト地点（大戸川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

⑤下流地点（大戸川 支川合流前） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

⑦合流地点（瀬田川） 

（補足採水地点） 

一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

注)1.調査の実施状況の凡例は、次のとおりである。 

●：調査が実施されていることを示す。 

2.⑦合流地点（瀬田川）の上流側の大戸川左岸側において、令和 5 年 3 月まで河川整備工事が実施されていたことから、工

事の影響の有無を確認するため、瀬田川の大戸川との合流地点よりも上流側（補足採水地点）でも令和 4 年 12 月～令和 5

年 2 月まで採水を実施した。 

資料)1．水文水質データベース(国土交通省 http://www1.river.go.jp/ 令和 6 年 7 月閲覧) 

2.「大戸川ダム環境とりまとめ業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 5 年 3 月）） 

3.「大戸川ダム環境調査その２業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 6 年 3 月）） 

をもとに作成 

  

http://www1.river.go.jp/
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表 5.1.4-7 水質調査実施状況（高水時調査） 

調査地点 調査内容 令和5年 令和6年 

①流入河川（大戸川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

②流入河川（田代川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

③流入河川（水越川） 一般項目 ● ● 

生活環境項目 ● ● 

富栄養化関連項目 ● ● 

その他 ● ● 

注)1.調査の実施状況の凡例は、次のとおりである。 

●：調査が実施されていることを示す。 

資料)1．水文水質データベース(国土交通省 http://www1.river.go.jp/ 令和 6 年 7 月閲覧) 

2.「大戸川ダム環境とりまとめ業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 5 年 3 月）） 

3.「大戸川ダム環境調査その２業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 6 年 3 月）） 

をもとに作成 

 

表 5.1.4-8 流量の調査の実施状況 

調査地点 令和4年 令和5年 

①流入河川（大戸川） ● ● 

②流入河川（田代川） ● ● 

③流入河川（水越川） ● ● 

④ダムサイト地点（大戸川） ● ● 

⑤下流地点（大戸川 支川合流前） ● ● 

⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前） ● ● 

⑦合流地点（瀬田川） ● ● 

注)1.調査の実施状況の凡例は、次のとおりである。 

●：調査が実施されていることを示す。 

2.高水時調査における流量については、大戸川の斧研橋下流にて計測を行った。計測した流量に、当該地点と各調査地点の

流域面積比を乗じることにより、各調査地点の流量を算出した。 

資料)1.水文水質データベース(国土交通省 http://www1.river.go.jp/ 令和 6 年 7 月閲覧) 

2.「大戸川ダム環境とりまとめ業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 5 年 3 月）） 

3.「大戸川ダム環境調査その２業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 6 年 3 月）） 

をもとに作成 

  

http://www1.river.go.jp/
http://www1.river.go.jp/
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(b) 気象の状況 

気象の調査の実施状況を表 5.1.4-9 に示す。 

 

表 5.1.4-9 気象の調査の実施状況 

調査地点 項目 令和4年 令和5年 

信楽地域気象観測所 

降水量 ● ● 

気温 ● ● 

風速 ● ● 

上野特別地域気象観測所 湿度 ● ● 

彦根地方気象台 日射量 ● ● 

大阪管区気象台 雲量 ● ● 

注)1.調査の実施状況の凡例は、次のとおりである。 

●：調査が実施されていることを示す。 

資料)1.過去の気象データ検索(気象庁 http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php 令和 6年 8月閲覧) 

2.水文水質データベース(国土交通省 http://www1.river.go.jp/ 令和 6年 7月閲覧)をもとに作成 

 

(c) 土質の状況 

土質（沈降特性）については、令和 6 年 1 月 16 日に調査実施した。 

表層地質については、調査期間等は、文献その他の資料によるため特に限定しなかった。 

 

(2) 調査結果 

1) 流量 

大戸川、田代川及び水越川の流量の状況を表 5.1.4-10 及び図 5.1.4-4 に示す。 

  

http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php
http://www1.river.go.jp/
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表 5.1.4-10 定期調査における大戸川の流量 
単位：m3/秒 

資料)1.「大戸川ダム環境とりまとめ業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 5 年 3 月）） 

2.「大戸川ダム環境調査その２業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 6 年 3 月）） 

をもとに作成 

 

 

図 5.1.4-4 流量の状況（①流入河川（大戸川）～⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前）） 

 

図 5.1.4-4 流量の状況（⑦合流地点（瀬田川））  

調査地点 

令和 4年 令和 5年 

12月 1月 2月  3月  4月  5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

12/3 1/17 2/15 3/8 4/11 5/25 6/20 7/25 8/28 9/15 10/16 11/22 

① 流入河川 

（大戸川） 
1.938 1.387 1.902 1.503 0.713 0.117 0.899 0.004 0.520 0.012 0.015 0.006 

② 流入河川 

（田代川） 
0.408 0.335 0.420 0.393 0.420 0.371 0.479 0.157 0.234 0.071 0.106 0.034 

③ 流入河川 

（水越川） 
0.130 0.081 0.115 0.058 0.046 0.122 0.158 0.070 0.100 0.052 0.062 0.053 

④ ダムサイト地点 

（大戸川） 
2.449 1.541 2.046 1.918 2.921 3.332 5.868 2.610 3.966 2.570 3.621 2.077 

⑤ 下流地点 

（大戸川 支川合流前） 
2.864 2.087 2.277 2.123 2.620 3.617 4.454 2.627 4.478 3.365 3.990 2.336 

⑥ 下流地点 

（大戸川 瀬田川合流前） 
2.292 1.472 2.242 1.546 2.196 2.668 3.917 2.124 3.817 2.917 4.052 2.702 

⑦合流地点 

（瀬田川） 
23.169 26.559 25.063 25.299 25.066 141.833 153.526 24.061 335.043 29.774 26.190 29.448 
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2) 水質 

(a) 定期調査の結果 

水質状況として、各定期調査結果を表 5.1.4-11 に示す。また、環境基準値の設定をさ

れている BOD について、表 5.1.4-12 に示す。また、各定期調査結果は、図 5.1.4-5～図 

5.1.4-12 に示す。なお、窒素化合物は T-N、燐化合物は T-P と示した。 

 

a) ①流入河川（大戸川） 

流量は、0.004m3/秒～1.938m3/秒の範囲にあり、平均は 0.751m3/秒である。 

SS は、1.0mg/L 未満～2.8mg/L の範囲にあり、平均は 1.4mg/L である。環境基本法(平

成 5 年法律第 91 号)に基づく水質汚濁に係る環境基準(昭和 46 年環境庁告示第 59 号)の

うち、生活環境の保全に関する環境基準における SSの環境基準値(河川 A類型:25mg/L以

下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

水温は、4.7℃～27.2℃の範囲にあり、平均は 14.8℃である。 

BOD は、0.5mg/L 未満～1.1mg/L の範囲にあり、平均は 0.6mg/L である。BOD の環境基

準値(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

0.7mg/L である。 

COD は、1.6mg/L～3.4mg/L の範囲にあり、平均は 2.2mg/L である。 

T-N は、0.36mg/L～0.51mg/L の範囲にあり、平均は 0.43mg/Lである。 

T-P は、0.011mg/L～0.021mg/L の範囲にあり、平均は 0.015mg/L である。 

D・TP は、0.005mg/L～0.018mg/L の範囲にあり、平均は 0.011mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L～0.013mg/L の範囲にあり、平均は 0.010mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.010mg/L の範囲にあり、平均は 0.005mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.04mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.15mg/L～0.36mg/L の範囲にあり、平均は 0.28mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.011mg/Lの範囲にあり、平均は 0.004mg/L である。 

O-N は、0.02mg/L～0.24mg/L の範囲にあり、平均は 0.13mg/Lである。 

DOは、5.5mg/L～12.0mg/Lの範囲にあり、平均は 9.6mg/Lである。DOの環境基準値(河

川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 2/12 である。 

濁度は、全ての調査回で 1 度未満である。 

pH は、6.9～7.6 の範囲にあり、平均は 7.4 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.1μg/L 未満～2.6μg/Lの範囲にあり、平均は 0.8μg/L である。 
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b) ②流入河川（田代川） 

流量は、0.034m3/秒～0.479m3/秒の範囲にあり、平均は 0.286m3/秒である。 

SS は、全ての調査回で 1.0mg/L 未満である。環境基本法(平成 5 年法律第 91 号)に基

づく水質汚濁に係る環境基準(昭和 46 年環境庁告示第 59 号)のうち、生活環境の保全に

関する環境基準における SS の環境基準値(河川 A 類型:25mg/L 以下)を満たさない検体数

は 0/12 である。 

水温は、4.0℃～23.0℃の範囲にあり、平均は 13.0℃である。 

BOD は、0.5mg/L 未満～1.2mg/L の範囲にあり、平均は 0.6mg/L である。BOD の環境基

準値(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

0.7mg/L である。 

COD は、1.5mg/L～3.0mg/L の範囲にあり、平均は 2.1mg/L である。 

T-N は、0.22mg/L～0.52mg/L の範囲にあり、平均は 0.36mg/Lである。 

T-P は、0.003mg/L 未満～0.013mg/L の範囲にあり、平均は 0.008mg/L である。 

D・TP は、0.003mg/L 未満～0.010mg/L の範囲にあり、平均は 0.006mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L 未満～0.005mg/Lの範囲にあり、平均は 0.004mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.004mg/L の範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.02mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.18mg/L～0.30mg/L の範囲にあり、平均は 0.23mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.008mg/Lの範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

O-N は、0.01mg/L 未満～0.32mg/L の範囲にあり、平均は 0.12mg/L である。 

DO は、8.5mg/L～12.8mg/L の範囲にあり、平均は 10.4mg/L である。DO の環境基準値

(河川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 0/12 である。 

濁度は、全ての調査回で 1 度未満である。 

pH は、7.2～7.6 の範囲にあり、平均は 7.4 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.2μg/L～0.9μg/L の範囲にあり、平均は 0.5μg/L である。 
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c) ③流入河川（水越川） 

流量は、0.046m3/秒～0.158m3/秒の範囲にあり、平均は 0.087m3/秒である。 

SS は、1.0mg/L 未満～7.4mg/L の範囲にあり、平均は 2.5mg/L である。環境基本法(平

成 5 年法律第 91 号)に基づく水質汚濁に係る環境基準(昭和 46 年環境庁告示第 59 号)の

うち、生活環境の保全に関する環境基準における SSの環境基準値(河川 A類型:25mg/L以

下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

水温は、3.3℃～22.9℃の範囲にあり、平均は 13.2℃である。 

BOD は、0.5mg/L 未満～0.9mg/L の範囲にあり、平均は 0.6mg/L である。BOD の環境基

準値(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

0.6mg/L である。 

COD は、1.5mg/L～3.1mg/L の範囲にあり、平均は 2.4mg/L である。 

T-N は、0.99mg/L～1.48mg/L の範囲にあり、平均は 1.21mg/Lである。 

T-P は、0.004mg/L～0.019mg/L の範囲にあり、平均は 0.010mg/L である。 

D・TP は、0.003mg/L 未満～0.015mg/Lの範囲にあり、平均は 0.007mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L 未満～0.007mg/Lの範囲にあり、平均は 0.006mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.007mg/L の範囲にあり、平均は 0.004mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.04mg/Lの範囲にあり、平均は 0.02mg/L である。 

NO3-N は、0.82mg/L～1.39mg/L の範囲にあり、平均は 1.07mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.008mg/Lの範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

O-N は、0.01mg/L 未満～0.25mg/L の範囲にあり、平均は 0.14mg/L である。 

DO は、8.1mg/L～12.2mg/L の範囲にあり、平均は 10.0mg/L である。DO の環境基準値

(河川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 0/12 である。 

濁度は、1 度未満～1 度の範囲にあり、平均は 1度である。 

pH は、7.6～7.7 の範囲にあり、平均は 7.7 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.1μg/L 未満～1.0μg/Lの範囲にあり、平均は 0.3μg/L である。 
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d) ④ダムサイト地点（大戸川） 

流量は、1.541m3/秒～5.868m3/秒の範囲にあり、平均は 2.910m3/秒である。 

SS は、1.0mg/L 未満～3.5mg/L の範囲にあり、平均は 1.7mg/L である。環境基本法(平

成 5 年法律第 91 号)に基づく水質汚濁に係る環境基準(昭和 46 年環境庁告示第 59 号)の

うち、生活環境の保全に関する環境基準における SSの環境基準値(河川 A類型:25mg/L以

下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

水温は、2.9℃～25.1℃の範囲にあり、平均は 13.4℃である。 

BOD は、0.5mg/L 未満～1.0mg/L の範囲にあり、平均は 0.6mg/L である。BOD の環境基

準値(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

0.7mg/L である。 

COD は、1.6mg/L～3.6mg/L の範囲にあり、平均は 2.4mg/L である。 

T-N は、0.41mg/L～0.57mg/L の範囲にあり、平均は 0.45mg/Lである。 

T-P は、0.004mg/L～0.022mg/L の範囲にあり、平均は 0.013mg/L である。 

D・TP は、0.003mg/L～0.017mg/L の範囲にあり、平均は 0.009mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L 未満～0.010mg/Lの範囲にあり、平均は 0.007mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.006mg/L の範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.02mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.18mg/L～0.40mg/L の範囲にあり、平均は 0.30mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.045mg/Lの範囲にあり、平均は 0.007mg/L である。 

O-N は、0.06mg/L～0.22mg/L の範囲にあり、平均は 0.14mg/Lである。 

DO は、8.2mg/L～12.7mg/L の範囲にあり、平均は 10.6mg/L である。DO の環境基準値

(河川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 0/12 である。 

濁度は、1 度未満～1 度の範囲にあり、平均は 1度である。 

pH は、7.4～7.7 の範囲にあり、平均は 7.6 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.3μg/L～1.1μg/L の範囲にあり、平均は 0.8μg/L である。 
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e) ⑤下流地点（大戸川 支川合流前） 

流量は、2.087m3/秒～4.478m3/秒の範囲にあり、平均は 3.070m3/秒である。 

SS は、1.0mg/L 未満～3.5mg/L の範囲にあり、平均は 1.5mg/L である。環境基本法(平

成 5 年法律第 91 号)に基づく水質汚濁に係る環境基準(昭和 46 年環境庁告示第 59 号)の

うち、生活環境の保全に関する環境基準における SSの環境基準値(河川 A類型:25mg/L以

下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

水温は、3.8℃～27.6℃の範囲にあり、平均は 15.2℃である。 

BOD は、0.5mg/L 未満～0.8mg/L の範囲にあり、平均は 0.6mg/L である。BOD の環境基

準値(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

0.5mg/L である。 

COD は、1.6mg/L～3.5mg/L の範囲にあり、平均は 2.4mg/L である。 

T-N は、0.28mg/L～0.49mg/L の範囲にあり、平均は 0.41mg/Lである。 

T-P は、0.003mg/L 未満～0.018mg/L の範囲にあり、平均は 0.010mg/L である。 

D・TP は、0.003mg/L 未満～0.015mg/Lの範囲にあり、平均は 0.006mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L 未満～0.009mg/Lの範囲にあり、平均は 0.005mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.003mg/L の範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.03mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.12mg/L～0.38mg/L の範囲にあり、平均は 0.26mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.009mg/Lの範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

O-N は、0.01mg/L 未満～0.28mg/L の範囲にあり、平均は 0.13mg/L である。 

DO は、8.3mg/L～12.8mg/L の範囲にあり、平均は 10.5mg/L である。DO の環境基準値

(河川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 0/12 である。 

濁度は、1 度未満～2 度の範囲にあり、平均は 1度である。 

pH は、7.4～8.2 の範囲にあり、平均は 7.6 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.1μg/L 未満～1.8μg/Lの範囲にあり、平均は 0.8μg/L である。 
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f) ⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前） 

流量は、1.472m3/秒～4.052m3/秒の範囲にあり、平均は 2.662m3/秒である。 

SS は、1.0mg/L 未満～2.5mg/L の範囲にあり、平均は 1.3mg/L である。環境基本法(平

成 5 年法律第 91 号)に基づく水質汚濁に係る環境基準(昭和 46 年環境庁告示第 59 号)の

うち、生活環境の保全に関する環境基準における SSの環境基準値(河川 A類型:25mg/L以

下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

水温は、4.5℃～31.8℃の範囲にあり、平均は 16.1℃である。 

BOD は、0.5mg/L 未満～1.1mg/L の範囲にあり、平均は 0.6mg/L である。BOD の環境基

準値(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

0.7mg/L である。 

COD は、1.4mg/L～3.2mg/L の範囲にあり、平均は 2.1mg/L である。 

T-N は、0.23mg/L～0.46mg/L の範囲にあり、平均は 0.37mg/Lである。 

T-P は、0.004mg/L～0.024mg/L の範囲にあり、平均は 0.012mg/L である。 

D・TP は、0.004mg/L～0.016mg/L の範囲にあり、平均は 0.007mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L 未満～0.007mg/Lの範囲にあり、平均は 0.005mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.004mg/L の範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.02mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.10mg/L～0.37mg/L の範囲にあり、平均は 0.26mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.006mg/Lの範囲にあり、平均は 0.002mg/L である。 

O-N は、0.01mg/L 未満～0.24mg/L の範囲にあり、平均は 0.11mg/L である。 

DO は、8.1mg/L～12.7mg/L の範囲にあり、平均は 10.5mg/L である。DO の環境基準値

(河川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 0/12 である。 

濁度は、1 度未満～1 度の範囲にあり、平均は 1度である。 

pH は、7.4～8.0 の範囲にあり、平均は 7.5 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.2μg/L～2.8μg/L の範囲にあり、平均は 0.9μg/L である。 

  



5.1.4-20 

g) ⑦合流地点（瀬田川） 

流量は、23.169m3/秒～335.043m3/秒の範囲にあり、平均は 72.086m3/秒である。 

SS は、1.3mg/L～7.4mg/L の範囲にあり、平均は 3.9mg/L である。環境基本法(平成 5

年法律第91号)に基づく水質汚濁に係る環境基準(昭和46年環境庁告示第59号)のうち、

生活環境の保全に関する環境基準における SS の環境基準値(河川 A 類型:25mg/L 以下)を

満たさない検体数は 0/12 である。 

水温は、4.3℃～31.0℃の範囲にあり、平均は 16.9℃である。 

BOD は、0.5mg/L～1.7mg/L の範囲にあり、平均は 1.1mg/L である。BOD の環境基準値

(河川 A 類型:2mg/L 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。また、BOD75%値は、

1.2mg/L である。 

COD は、2.5mg/L～3.7mg/L の範囲にあり、平均は 3.1mg/L である。 

T-N は、0.33mg/L～0.77mg/L の範囲にあり、平均は 0.51mg/Lである。 

T-P は、0.009mg/L～0.035mg/L の範囲にあり、平均は 0.019mg/L である。 

D・TP は、0.003mg/L 未満～0.017mg/Lの範囲にあり、平均は 0.010mg/L である。 

PO4-P は、0.003mg/L 未満～0.014mg/Lの範囲にあり、平均は 0.006mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.006mg/L の範囲にあり、平均は 0.003mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.03mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.04mg/L～0.35mg/L の範囲にあり、平均は 0.21mg/L である。 

NO2-N は、0.001mg/L 未満～0.045mg/Lの範囲にあり、平均は 0.007mg/L である。 

O-N は、0.11mg/L～0.42mg/L の範囲にあり、平均は 0.28mg/Lである。 

DOは、8.0mg/L～11.8mg/Lの範囲にあり、平均は 9.6mg/Lである。DOの環境基準値(河

川 A 類型:7.5mg/L 以上)を満たさない検体数は 0/12 である。 

濁度は、1 度～3 度の範囲にあり、平均は 2 度である。 

pH は、7.4～8.2 の範囲にあり、平均は 7.7 である。pH の環境基準値(河川 A 類型:6.5

以上、8.5 以下)を満たさない検体数は 0/12 である。 

Chl-a は、0.2μg/L～6.8μg/L の範囲にあり、平均は 3.5μg/L である。 
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表 5.1.4-11各地点の定期調査の結果(1/4) 

地点名 

 

調査項目 

①流入河川（大戸川） ②流入河川（田代川） 

環境基準 

（河川 A類

型） 

最大 最小 平均 m/n 最大 最小 平均 m/n 

流量 

 
ｍ3/秒 1.938 0.004 0.751  0.479 0.034 0.286  

水温 

 
度 27.2 4.7 14.8  23.0 4.0 13.0   

浮遊物質量 

(SS) 
mg/L 2.8 <1.0 1.4 0/12 <1.0 <1.0 <1.0 0/12 25mg/L以下 

生物化学的酸素要求量

(BOD) 
mg/L 1.1 <0.5 0.6 0/12 1.2 <0.5 0.6 0/12 2mg/L以下 

化 学 的 酸 素 要 求 量

(COD) 
mg/L 3.4 1.6 2.2  3.0 1.5 2.1   

全燐 

(T-P) 
mg/L 0.021 0.011 0.015  0.013 <0.003 0.008   

溶解性全燐 

(D・T-P) 
mg/L 0.018 0.005 0.011  0.010 <0.003 0.006   

オルトリン酸態燐

(PO4-P) 
mg/L 0.013 0.003 0.010  0.005 <0.003 0.004   

溶解性オルトリン酸態

燐(D・PO4-P)  
mg/L 0.010 <0.003 0.005  0.004 <0.003 0.003   

全窒素 

(T-N) 
mg/L 0.51 0.36 0.43  0.52 0.22 0.36   

アンモニウム態窒素

(NH4-N） 
mg/L 0.04 <0.01 0.01  0.02 <0.01 0.01   

硝酸態窒素 

(NO3-N) 
mg/L 0.36 0.15 0.28  0.30 0.18 0.23   

亜硝酸態窒素 

(NO2-N) 
mg/L 0.011 <0.001 0.004  0.008 <0.001 0.003   

有機態窒素 

(O-N) 
mg/L 0.24 0.02 0.13  0.32 <0.01 0.12   

クロロフィル a 

Chl-a 
μg/L 2.6 <0.1 0.8  0.9 0.2 0.5   

溶存酸素 

(DO) 
mg/L 12.0 5.5 9.6 2/12 12.8 8.5 10.4 0/12 7.5mg/L以上 

水素イオン濃度 

(pH) 
pH 7.6 6.9 7.4 0/12 7.6 7.2 7.4 0/12 

6.5以上 

8.5以下 

濁度  度 <1 <1 <1  <1 <1 <1   

調査期間 令和 4年 12月～令和 5年 11 月 令和 4年 12月～令和 5年 11 月  
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表 5.1.4-11 各地点の定期調査の結果(2/4) 

地点名 

 

調査項目 

③流入河川（水越川） ④ダムサイト地点（大戸川） 

環境基準 

（河川 A類

型） 

最大 最小 平均 m/n 最大 最小 平均 m/n 

流量 

 
ｍ3/秒 0.158 0.046 0.087  5.868 1.541 2.910  

水温 

 
度 22.9 3.3 13.2  25.1 2.9 13.4   

浮遊物質量 

(SS) 
mg/L 7.4 <1.0 2.5 0/12 3.5 <1.0 1.7 0/12 25mg/L以下 

生物化学的酸素要求量

(BOD) 
mg/L 0.9 <0.5 0.6 0/12 1.0 <0.5 0.6 0/12 2mg/L以下 

化 学 的 酸 素 要 求 量

(COD) 
mg/L 3.1 1.5 2.4  3.6 1.6 2.4   

全燐 

(T-P) 
mg/L 0.019 0.004 0.010  0.022 0.004 0.013   

溶解性全燐 

(D・T-P) 
mg/L 0.015 <0.003 0.007  0.017 0.003 0.009   

オルトリン酸態燐

(PO4-P) 
mg/L 0.007 <0.003 0.006  0.010 <0.003 0.007   

溶解性オルトリン酸態

燐(D・PO4-P)  
mg/L 0.007 <0.003 0.004  0.006 <0.003 0.003   

全窒素 

(T-N) 
mg/L 1.48 0.99 1.21  0.57 0.41 0.45   

アンモニウム態窒素

(NH4-N） 
mg/L 0.04 <0.01 0.02  0.02 <0.01 0.01   

硝酸態窒素 

(NO3-N) 
mg/L 1.39 0.82 1.07  0.40 0.18 0.30   

亜硝酸態窒素 

(NO2-N) 
mg/L 0.008 <0.001 0.003  0.045 <0.001 0.007   

有機態窒素 

(O-N) 
mg/L 0.25 <0.01 0.14  0.22 0.06 0.14   

クロロフィル a 

CHl-a 
μg/L 1.0 <0.1 0.3  1.1 0.3 0.8   

溶存酸素 

(DO) 
mg/L 12.2 8.1 10.0 0/12 12.7 8.2 10.6 0/12 7.5mg/L以上 

水素イオン濃度 

(pH) 
pH 7.7 7.6 7.7 0/12 7.7 7.4 7.6 0/12 

6.5以上 

8.5以下 

濁度  度 1 <1 1  1 <1 1   

調査期間 令和 4年 12月～令和 5年 11 月 令和 4年 12月～令和 5年 11 月  
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表 5.1.4-11 各地点の定期調査の結果(3/4) 

地点名 

 

調査項目 

⑤下流地点 

（大戸川 支川合流前） 

⑥下流地点 

（大戸川 瀬田川合流前） 
環境基準 

（河川 A類

型） 

最大 最小 平均 m/n 最大 最小 平均 m/n 

流量 

 
ｍ3/秒 4.478 2.087 3.070  4.052 1.472 2.662  

水温 

 
度 27.6 3.8 15.2  31.8 4.5 16.1   

浮遊物質量 

(SS) 
mg/L 3.5 <1.0 1.5 0/12 2.5 <1.0 1.3 0/12 25mg/L以下 

生物化学的酸素要求量

(BOD) 
mg/L 0.8 <0.5 0.6 0/12 1.1 <0.5 0.6 0/12 2mg/L以下 

化 学 的 酸 素 要 求 量

(COD) 
mg/L 3.5 1.6 2.4  3.2 1.4 2.1   

全燐 

(T-P) 
mg/L 0.018 <0.003 0.010  0.024 0.004 0.012   

溶解性全燐 

(D・T-P) 
mg/L 0.015 <0.003 0.006  0.016 0.004 0.007   

オルトリン酸態燐

(PO4-P) 
mg/L 0.009 <0.003 0.005  0.007 <0.003 0.005   

溶解性オルトリン酸態

燐(D・PO4-P)  
mg/L 0.003 <0.003 0.003  0.004 <0.003 0.003   

全窒素 

(T-N) 
mg/L 0.49 0.28 0.41  0.46 0.23 0.37   

アンモニウム態窒素

(NH4-N） 
mg/L 0.03 <0.01 0.01  0.02 <0.01 0.01   

硝酸態窒素 

(NO3-N) 
mg/L 0.38 0.12 0.26  0.37 0.10 0.26   

亜硝酸態窒素 

(NO2-N) 
mg/L 0.009 <0.001 0.003  0.006 <0.001 0.002   

有機態窒素 

(O-N) 
mg/L 0.28 <0.01 0.13  0.24 <0.01 0.11   

クロロフィル a 

CHl-a 
μg/L 1.8 <0.1 0.8  2.8 0.2 0.9   

溶存酸素 

(DO) 
mg/L 12.8 8.3 10.5 0/12 12.7 8.1 10.5 0/12 7.5mg/L以上 

水素イオン濃度 

(pH) 
pH 8.2 7.4 7.6 0/12 8.0 7.4 7.5 0/12 

6.5以上 

8.5以下 

濁度  度 2 <1 1  1 <1 1   

調査期間 令和 4年 12月～令和 5年 11 月 令和 4年 12月～令和 5年 11 月  

  



5.1.4-24 

表 5.1.4-11  各地点の定期調査の結果(4/4) 

地点名 

 

調査項目 

⑦合流地点（瀬田川） 補足採水地点 

環境基準 

（河川 A類型） 

最大 最小 平均 m/n 最大 最小 平均 m/n 

流量 

 
ｍ3/秒 335.043 23.169 72.086  - - -  

水温 

 
度 31.0 4.3 16.9  7.2 5.6 6.5   

浮遊物質量 

(SS) 
mg/L 7.4 1.3 3.9 0/12 5.1 4.8 4.9 0/12 25mg/L以下 

生物化学的酸素要求量

(BOD) 
mg/L 1.7 0.5 1.1 0/12 1.2 0.6 1.0 0/12 2mg/L以下 

化 学 的 酸 素 要 求 量

(COD) 
mg/L 3.7 2.5 3.1  3.6 3.0 3.2   

全燐 

(T-P) 
mg/L 0.035 0.009 0.019  0.027 0.017 0.022   

溶解性全燐 

(D・T-P) 
mg/L 0.017 <0.003 0.010  0.010 0.006 0.008   

オルトリン酸態燐

(PO4-P) 
mg/L 0.014 <0.003 0.006  0.022 0.004 0.012   

溶解性オルトリン酸態

燐(D・PO4-P)  
mg/L 0.006 <0.003 0.003  0.003 <0.003 0.003   

全窒素 

(T-N) 
mg/L 0.77 0.33 0.51  0.70 0.43 0.57   

アンモニウム態窒素

(NH4-N） 
mg/L 0.03 <0.01 0.01  0.04 <0.01 0.02   

硝酸態窒素 

(NO3-N) 
mg/L 0.35 0.04 0.21  0.36 0.27 0.31   

亜硝酸態窒素 

(NO2-N) 
mg/L 0.045 <0.001 0.007  0.049 <0.001 0.018   

有機態窒素 

(O-N) 
mg/L 0.42 0.11 0.28  0.33 0.14 0.22   

クロロフィル a 

CHl-a 
μg/L 6.8 0.2 3.5  7.0 4.8 5.9   

溶存酸素 

(DO) 
mg/L 11.8 8.0 9.6 0/12 11.4 10.7 11.1 0/12 7.5mg/L以上 

水素イオン濃度 

(pH) 
pH 8.2 7.4 7.7 0/12 7.6 7.5 7.6 0/12 

6.5以上 

8.5以下 

濁度  度 3 1 2  3 2 2   

調査期間 令和 4年 12月～令和 5年 11 月 令和 4年 12月～令和 5年 11 月  

注)1.－：調査が実施されていないことを示す。 

2.m/n：数値は、環境基準を満たしていない検体数/総検体数を示す。 

3.<：定量下限値未満を示す。 

4.補足採水地点：合流地点（瀬田川）の上流の大戸川で実施したもの 

資料)1.「大戸川ダム環境とりまとめ業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 5 年 3 月）） 

2.「大戸川ダム環境調査その２業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 6 年 3 月）） 

をもとに作成 

  



5.1.4-25 

 

表 5.1.4-12 各地点の BOD75%値 

地点名 BOD75％値（mg/L） 

①流入河川（大戸川） 0.7 

②流入河川（田代川） 0.7 

③流入河川（水越川） 0.6 

④ダムサイト地点（大戸川） 0.7 

⑤下流地点（大戸川 支川合流前） 0.5 

⑥下流地点（大戸川 瀬田川合流前） 0.7 

⑦合流地点（瀬田川） 1.2 

注)1.75%値：BOD については、測定された全データの 75%以上が基準値を満足することをもって環境基準が達成されているとみ

なすこととされている。このため、年間のデータを小さい順にならべ、全体の 3/4(75%)の位置に該当する値(75%値)によ

り評価している。 

2.0.5mg/L 未満の値は、0.5mg/L として集計した。 
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図 5.1.4-5 流入河川（大戸川）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-5 流入河川（大戸川）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-5 流入河川（大戸川）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-6 流入河川（田代川）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-6 流入河川（田代川）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-6 流入河川（田代川）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-7 流入河川（水越川）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-7 流入河川（水越川）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-7 流入河川（水越川）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-8 ダムサイト地点（大戸川）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-8 ダムサイト地点（大戸川）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-8 ダムサイト地点（大戸川）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-9 下流地点（大戸川 支川合流前）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-9 下流地点（大戸川 支川合流前）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-9 下流地点（大戸川 支川合流前）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-10 下流地点（大戸川 瀬田川合流前）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-10 下流地点（大戸川 瀬田川合流前）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-10 下流地点（大戸川 瀬田川合流前）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-11 合流地点（瀬田川）の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-11 合流地点（瀬田川）の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-11 合流地点（瀬田川）の定期調査結果（3/3） 
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図 5.1.4-12 補足採水地点の定期調査結果（1/3） 
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図 5.1.4-12 補足採水地点の定期調査結果（2/3） 
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図 5.1.4-12 補足採水地点の定期調査結果（3/3） 
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(b) 高水時の調査結果 

高水時調査結果を表 5.1.4-13 及び図 5.1.4-13～図 5.1.4-15 に、粒度分布の調査結果

を図 5.1.4-16 に示す。窒素化合物は T-N、燐化合物は T-Pで示した。 

 

a) ①流入河川（大戸川） 

令和 5 年～6 年に実施した高水時調査結果を示すと、流量は、8.878m3/秒～142.787m3/

秒の範囲にあり、平均は 53.877m3/秒である。 

SS は、19mg/L～840mg/Lの範囲にあり、平均は 209mg/L である。 

水温は、13.6 度～24.1度の範囲にあり、平均は 18.5 度である。 

COD は、4mg/L～100mg/Lの範囲にあり、平均は 25mg/L である。 

T-N は、0.27mg/L～4.10mg/L の範囲にあり、平均は 1.13mg/Lである。 

T-P は、0.026mg/L～0.430mg/L の範囲にあり、平均は 0.158mg/L である。 

D・TP は、0.011mg/L～0.046mg/L の範囲にあり、平均は 0.024mg/L である。 

PO4-P は、0.010mg/L～0.130mg/L の範囲にあり、平均は 0.035mg/L である。 

D・PO4-P は、0.005mg/L～0.028mg/Lの範囲にあり、平均は 0.015mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.02mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.17mg/L～0.35mg/L の範囲にあり、平均は 0.27mg/L である。 

NO2-N は、0.007mg/L～0.010mg/L の範囲にあり、平均は 0.009mg/L である。 

O-N は、0.05mg/L～3.80mg/L の範囲にあり、平均は 0.86mg/Lである。 

濁度は、0.5度～342.0 度の範囲にあり、平均は 66.5 度である。 

50%粒径は、15.9～31.6μm でシルトである。 
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b) ②流入河川（田代川） 

令和 5 年～6 年に実施した高水時調査結果を示すと、流量は、1.996m3/秒～32.094m3/

秒の範囲にあり、平均は 12.110m3/秒である。 

SS は、4mg/L～320mg/L の範囲にあり、平均は 63mg/L である。 

水温は、12.1 度～23.2度の範囲にあり、平均は 17.5 度である。 

COD は、3mg/L～75mg/L の範囲にあり、平均は 15mg/L である。 

T-N は、0.41mg/L～2.90mg/L の範囲にあり、平均は 0.89mg/Lである。 

T-P は、0.013mg/L～0.290mg/L の範囲にあり、平均は 0.090mg/L である。 

D・TP は、0.007mg/L～0.054mg/L の範囲にあり、平均は 0.022mg/L である。 

PO4-P は、0.006mg/L～0.063mg/L の範囲にあり、平均は 0.026mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.051mg/L の範囲にあり、平均は 0.017mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.02mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.18mg/L～0.75mg/L の範囲にあり、平均は 0.37mg/L である。 

NO2-N は、0.002mg/L～0.010mg/L の範囲にあり、平均は 0.009mg/L である。 

O-N は、0.11mg/L～2.80mg/L の範囲にあり、平均は 0.52mg/Lである。 

濁度は、0.4度～182.0 度の範囲にあり、平均は 26.5 度である。 

50%粒径は、17.8～47.9μm でシルトである。 

 

c) ③流入河川（水越川） 

令和 5 年～6 年に実施した高水時調査結果を示すと、流量は、0.395m3/秒～6.357m3/秒

の範囲にあり、平均は 2.399m3/秒である。 

SS は、4mg/L～590mg/L の範囲にあり、平均は 100mg/L である。 

水温は、12.0 度～23.4度の範囲にあり、平均は 17.3 度である。 

COD は、3mg/L～59mg/L の範囲にあり、平均は 14mg/L である。 

T-N は、0.47mg/L～1.60mg/L の範囲にあり、平均は 0.80mg/Lである。 

T-P は、0.005mg/L～0.210mg/L の範囲にあり、平均は 0.057mg/L である。 

D・TP は、0.003mg/L 未満～0.015mg/Lの範囲にあり、平均は 0.006mg/L である。 

PO4-P は、0.005mg/L 未満～0.040mg/Lの範囲にあり、平均は 0.009mg/L である。 

D・PO4-P は、0.003mg/L未満～0.008mg/L の範囲にあり、平均は 0.005mg/L である。 

NH4-N は、0.01mg/L 未満～0.02mg/Lの範囲にあり、平均は 0.01mg/L である。 

NO3-N は、0.26mg/L～0.55mg/L の範囲にあり、平均は 0.40mg/L である。 

NO2-N は、0.004mg/L～0.010mg/L の範囲にあり、平均は 0.009mg/L である。 

O-N は、0.15mg/L～1.20mg/L の範囲にあり、平均は 0.41mg/Lである。 

濁度は、0.3度～260.0 度の範囲にあり、平均は 38.3 度である。 

50%粒径は、17.8～40.9μm でシルトである。 
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表 5.1.4-13高水時調査の結果 

地点名 

 

 

調査項目 

①流入河川（大戸川） ②流入河川（田代川） ③流入河川（水越川） 

最大 最小 平均 最大 最小 平均 最大 最小 平均 

流量 ｍ3/秒 142.787 8.878 53.877 32.094 1.996 12.110 6.357 0.395 2.399 

水温 度 24.1 13.6 18.5 23.2 12.1 17.5 23.4 12.0 17.3 

浮遊物質量(SS) mg/L 840 19 209 320 4 63 590 4 100 

化学的酸素要求量

(COD) 
mg/L 100 4 25 75 3 15 59 3 14 

全燐 

(T-P) 
mg/L 0.430 0.026 0.158 0.290 0.013 0.090 0.210 0.005 0.057 

溶解性全燐 

(D・T-P) 
mg/L 0.046 0.011 0.024 0.054 0.007 0.022 0.015 <0.003 0.006 

オルトリン酸態燐

(PO4-P) 
mg/L 0.130 0.010 0.035 0.063 0.006 0.026 0.040 <0.005 0.009 

溶解性オルトリン酸

態燐(D・PO4-P)  
mg/L 0.028 0.005 0.015 0.051 <0.003 0.017 0.008 <0.003 0.005 

全窒素 

(T-N) 
mg/L 4.10 0.27 1.13 2.90 0.41 0.89 1.60 0.47 0.80 

アンモニウム態窒素

（NH4-N） 
mg/L 0.02 <0.01 0.01 0.02 <0.01 0.01 0.02 <0.01 0.01 

硝酸態窒素 

(NO3-N) 
mg/L 0.35 0.17 0.27 0.75 0.18 0.37 0.55 0.26 0.40 

亜硝酸態窒素 

(NO2-N) 
mg/L 0.010 0.007 0.009 0.010 0.002 0.009 0.010 0.004 0.009 

有機態窒素 

(O-N) 
mg/L 3.80 0.05 0.86 2.80 0.11 0.52 1.20 0.15 0.41 

濁度 度 342.0 0.5 66.5 182.0 0.4 26.5 260.0 0.3 38.3 

調査期間 令和 5年 8月 14～15日、令和 6年 5月 13 日、5月 28～29日、6月 18 日 

資料)1.「大戸川ダム環境とりまとめ業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 5 年 3 月）） 

2.「大戸川ダム環境調査その２業務報告書」（国土交通省近畿地方整備局大戸川ダム工事事務所（令和 6 年 3 月）） 

をもとに作成 
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図 5.1.4-13 流入河川（大戸川）の高水時調査結果（1/2） 
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図 5.1.4-13 流入河川（大戸川）の高水時調査結果（2/2） 
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図 5.1.4-14 流入河川（田代川）の高水時調査結果（1/2） 
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図 5.1.4-14 流入河川（田代川）の高水時調査結果（2/2） 
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図 5.1.4-15 流入河川（水越川）の高水時調査結果（1/2） 

0

5

10

15

20

25

8/14

23:00

8/15

5:03

8/15

9:09

8/15

11:20

流
量
（
m
3
/
s
）

0

5

10

15

20

25

5/13

5:00

5/13

13:00

5/13

15:00

5/13

21:00

流
量
（
m
3
/
s
）

0

5

10

15

20

25

5/28

11:00

5/28

19:00

5/28

21:00

5/29

0:00

流
量
（
m
3
/
s
）

0

5

10

15

20

25

6/18

8:00

6/18

11:00

6/18

12:00

6/18

15:00

流
量
（
m
3
/
s
）

0

5

10

15

20

25

8/14

23:00

8/15 5:038/15 9:09 8/15

11:20

水
温

（
度

）

0

5

10

15

20

25

5/13 5:00 5/13

13:00

5/13

15:00

5/13

21:00

水
温

（
度

）

0

5

10

15

20

25

5/28

11:00

5/28

19:00

5/28

21:00

5/29 0:00

水
温

（
度

）

0

5

10

15

20

25

6/18 8:00 6/18

11:00

6/18

12:00

6/18

15:00

水
温

（
度

）

0

100

200

300

400

500

600

700

8/14

23:00

8/15

5:03

8/15

9:09

8/15

11:20

S
S
（
m
g
/
L
）

0

10

20

30

40

50

5/13

5:00

5/13

13:00

5/13

15:00

5/13

21:00

S
S
（
m
g
/
L
）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

5/28

11:00

5/28

19:00

5/28

21:00

5/29

0:00

S
S
（
m
g
/
L
）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

6/18

8:00

6/18

11:00

6/18

12:00

6/18

15:00

S
S
（

m
g
/
L
）

0

10

20

30

40

50

60

70

8/14

23:00

8/15

5:03

8/15

9:09

8/15

11:20

C
O
D
（
m
g
/
L
）

0

1

2

3

4

5

6

5/13

5:00

5/13

13:00

5/13

15:00

5/13

21:00

C
O
D
（
m
g
/
L
）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

5/28

11:00

5/28

19:00

5/28

21:00

5/29

0:00

C
O
D
（
m
g
/
L
）

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

6/18

8:00

6/18

11:00

6/18

12:00

6/18

15:00
C
O
D
（
m
g
/
L
）

0.000

0.050

0.100

0.150

0.200

0.250

8/14

23:00

8/15

5:03

8/15

9:09

8/15

11:20

T
-
P
（
m
g
/
L
）

0.000

0.002

0.004

0.006

0.008

0.010

0.012

0.014

0.016

5/13

5:00

5/13

13:00

5/13

15:00

5/13

21:00

T
-
P
（
m
g
/
L
）

0.000

0.005

0.010

0.015

0.020

0.025

0.030

0.035

5/28

11:00

5/28

19:00

5/28

21:00

5/29

0:00

T
-
P
（
m
g
/
L
）

0.000

0.020

0.040

0.060

0.080

0.100

0.120

0.140

6/18

8:00

6/18

11:00

6/18

12:00

6/18

15:00

T
-
P
（
m
g
/
L
）

0

0.002

0.004

0.006

0.008

0.01

0.012

0.014

0.016

8/14

23:00

8/15

5:03

8/15

9:09

8/15

11:20

D
・
T
-
P
（
m
g
/
L
）

0

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

0.006

5/13

5:00

5/13

13:00

5/13

15:00

5/13

21:00

D
・
T
-
P
（
m
g
/
L
）

0

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

0.006

5/28

11:00

5/28

19:00

5/28

21:00

5/29

0:00

D
・
T
-
P
（
m
g
/
L
）

0

0.001

0.002

0.003

0.004

0.005

0.006

0.007

0.008

6/18 8:00 6/18 11:00 6/18 12:00 6/18 15:00

D
・

T-
P（

m
g/
L）



5.1.4-58 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 5.1.4-15 流入河川（水越川）の高水時調査結果（2/2） 
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図 5.1.4-16 粒度分布（①流入河川（大戸川）） 

 

 
図 5.1.4-16 粒度分布（②流入河川（田代川）） 

 

 
図 5.1.4-16 粒度分布（③流入河川（水越川））  
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3) 気象の状況 

信楽地域気象観測所における降水量、気温及び風速、上野特別地域気象観測所の湿度、

彦根地方気象台の日射量、大阪管区気象台の雲量の月別変化の状況を図 5.1.4-17 及び表 

5.1.4-14 に、信楽地域気象観測所における風配図を図 5.1.4-18 に示す。 

信楽地域気象観測所の年平均気温は、13.5℃、月平均気温は最高で 26.2℃（8 月）、最低

で 1.5℃（1 月）、年平均風速は 1.58m/秒、風向は北と南の風が卓越し、月間平均降水量は

114.4mm/月、年間総降水量は 1372.5mm である。 

上野特別地域気象観測所の年平均湿度は 74％である。 

彦根地方気象台の年平均日射量は 14.3MJ/m2/日である。 

大阪管区気象台の年平均雲量は 6.3 である。 

 

 

 
注)1.気温、風速、湿度、日射量及び雲量は、平均値を示す。ただし降水量は、月合計値を示す。 

2.雲量は、全天に対し雲が占める割合を 10分比で表している。 

資料)1.過去の気象データ検索(気象庁 http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php令 和 6 年 8 月閲覧) 

図 5.1.4-17 気象の月別変化の状況 
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表 5.1.4-14 気象の状況（月別） 

地点名 項目 
   月 

単位  

令和 

4年 
令和 5年 

12

月 
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 

10

月 

11

月 

信楽地域気象観

測所 

降水量 mm/月 29.0 56.0 64.0 58.5 143.0 212.5 229.0 111.0 233.0 61.0 93.5 82.0 

気温 ℃ 3.1 1.5 2.6 7.8 11.8 16.2 20.4 25.6 26.2 23.8 13.8 9.3 

風速 m/秒 1.9 1.5 1.5 1.5 1.7 1.7 1.4 1.4 2.0 1.4 1.4 1.5 

上野特別地域気

象観測所 
湿度 % 69 75 73 69 70 71 79 75 77 77 75 77 

彦根地方気象台 日射量 MJ/㎡/日 6.8 7.2 10.4 15.4 16.5 20.5 16.6 20.6 19.4 16.1 12.8 9.0 

大阪管区気象台 雲量 割注 2 5.1 5.6 6.3 5.7 6.8 7.3 8.3 6.4 6.5 7.0 5.6 4.6 

注)1.気温、風速、湿度、日射量及び雲量は、平均値を示す。ただし降水量は、月合計値を示す。 

2.雲量は、全天に対し雲が占める割合を 10分比で表している。 

資料)1.過去の気象データ検索(気象庁 http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php令 和 6 年 8 月閲覧) 

2.水文水質データベース(国土交通省 http://www1.river.go.jp/令和 6 年 7 月閲覧)をもとに作成 

 

 
注)1.風向は平成 20 年～令和 4 年の各風向の出現数の全体数に占める割合である。 

2.Calm（静穏率）は 0.2m/秒以下の風速の出現割合を示す。 

資料)1.過去の気象データ検索(気象庁 http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php令和 6 年 7 月閲覧)をも

とに作成 

図 5.1.4-18 風配図（信楽地域気象観測所） 

 

4) 土質の状況 

(a) 土質及び表層地質 

大戸川の流域における土壌の状況は、図 5.1.4-19 に示すとおりであり、事業実施区域

内の山地の大半は花崗岩類であり、大戸川沿いに砂、礫等が分布する。 

大戸川の流域における地質の状況は、「5.1.5 地形及び地質（重要な地形及び地質）」に

示すとおりであり、流域には花崗岩が広く分布し、大戸川の南側斜面沿いに砂（扇状地

の末端）と砂質粘板岩が分布している。 
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出典：国土数値情報 20 万分の 1 表層地質図 

図 5.1.4-19 土地分類図（表層地質図） 
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表 5.1.4-31 流入河川の L-Q 式一覧表 
項目 大戸川 田代川 水越川 

SS LSS=1.60×q0.62(q<3.11) 

LSS=0.02×q4.64(3.11≦q＜8.88) 

LSS=9.81×q1.73(8.88≦q) 

LSS=1.00×q1.00(q<0.48) 

LSS=3.53×q2.71(0.48≦q＜2.00) 

LSS=6.62×q1.80(2.00≦q) 

LSS=1.71×q0.98(q<0.16) 

LSS=137.41×q3.35(0.16≦q＜0.40) 

LSS=30.63×q1.74(0.40≦q) 

COD LCOD=1.72×q1.39(q＜3.11) 

LCOD=0.95×q1.91(3.11≦q＜8.88) 

LCOD=1.82×q1.61(8.88≦q) 

LCOD=1.74×q0.88(q＜0.48) 

LCOD=3.23×q1.73(0.48≦q＜2.00) 

LCOD=3.88×q1.46(2.00≦q) 

LCOD=2.18×q0.97(q＜0.16) 

LCOD=15.23×q2.02(0.16≦q＜0.40) 

LCOD=8.28×q1.36(0.40≦q) 

T-N LT-N=0.47×q0.82(q＜3.11) 

LT-N=0.28×q1.28(3.11≦q＜8.88) 

LT-N=0.22×q1.39(8.88≦q) 

LT-N=0.30×q0.88(q＜0.48) 

LT-N=0.42×q1.36(0.48≦q＜2.00) 

LT-N=0.46×q1.23(2.00≦q) 

LT-N=1.08×q0.96(q＜0.16) 

LT-N=0.38×q0.40(0.16≦q＜0.40) 

LT-N=0.72×q1.07(0.40≦q) 

T-P LT-P=0.01×q1.20(q＜3.11) 

LT-P=0.01×q1.86(3.11≦q＜8.88) 

LT-P=0.01×q1.69(8.88≦q) 

LT-P=0.01×q0.87(q＜0.48) 

LT-P=0.01×q1.78(0.48≦q＜2.00) 

LT-P=0.01×q1.70(2.00≦q) 

LT-P=0.005×q0.72(q＜0.16) 

LT-P=0.02×q1.38(0.16≦q＜0.40) 

LT-P=0.02×q1.68(0.40≦q) 

NH4 LNH4=0.01×q0.95(q＜3.11) 

LNH4=0.02×q0.75(3.11≦q＜8.88) 

LNH4=0.01×q1.13(8.88≦q) 

LNH4=0.01×q1.04(q＜0.48) 

LNH4=0.01×q0.95(0.48≦q＜2.00) 

LNH4=0.01×q1.02(2.00≦q) 

LNH4=0.03×q1.32(q＜0.16) 

LNH4=0.01×q0.38(0.16≦q＜0.40) 

LNH4=0.01×q1.13(0.40≦q) 

NO2+3 LNO2+3=0.40×q0.38(q＜3.11) 

LNO2+3=0.15×q1.25(3.11≦q＜8.88) 

LNO2+3=0.24×q1.04(8.88≦q) 

LNO2+3=0.22×q0.97(q＜0.48) 

LNO2+3=0.28×q1.26(0.48≦q＜2.00) 

LNO2+3=0.32×q1.05(2.00≦q) 

LNO2+3=0.90×q0.94(q＜0.16) 

LNO2+3=0.15×q-0.02(0.16≦q＜0.40) 

LNO2+3=0.40×q1.00(0.40≦q) 

PO4-P LPO4-P=0.01×q1.27(q＜3.11) 

LPO4-P=0.01×q1.55(3.11≦q＜8.88) 

LPO4-P=0.01×q1.22(8.88≦q) 

LPO4-P=0.005×q1.12(q＜0.48) 

LPO4-P=0.01×q1.60(0.48≦q＜2.00) 

LPO4-P=0.01×q1.51(2.00≦q) 

LPO4-P=0.01×q1.01(q＜0.16) 

LPO4-P=0.01×q1.45(0.16≦q＜0.40) 

LPO4-P=0.01×q0.86(0.40≦q) 

注)1.q：流量 
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図 5.1.4-69 SS の予測結果（ダムサイト地点（大戸川）） 

 

 

 
図 5.1.4-70 SS の予測結果（下流地点（大戸川 支川合流前）） 
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2) 予測結果 

予測は、大戸川ダムのない場合とある場合について行い、各々「ダム建設前」及び「ダ

ム建設後」と表した。 

 

(a) 土砂による水の濁り 

大戸川ダムの洪水調節地内の予測地点のダム建設前の SSは、表 5.1.4-31に示す L-Q式

を用いて算出した値である。ダム下流河川の各予測地点のダム建設前の SS は、混合計算

により算出した値である。大戸川ダムの洪水調節地内の予測地点のダム建設後の SS は、

ダム洪水調節地での濁質の沈積及び再懸濁を考慮した鉛直二次元モデルを用いて算出し

た値である。ダム下流河川の各予測地点のダム建設後の SS は、混合計算により算出した

値である。 

また、予測は、大戸川ダムで洪水調節を行う規模の主要 5 洪水での予測を実施した。 

a) 主要 5 洪水での予測結果 

(i) ダム洪水調節地内 

ダムサイト地点(表層)について、主要 5 洪水での流況等を用いて予測した結果を表 

5.1.4-48 に示す。 

ダムサイト地点（表層）について、SS の時間データの最大値をみると、200 年確率規

模洪水では、ダム建設前が 1048.9mg/L、ダム建設後が 409.3mg/L、100 年確率規模洪水

では、ダム建設前が 958.6mg/L、ダム建設後が 482.3mg/L、50 年確率規模洪水では、ダ

ム建設前が 802.4mg/L、ダム建設後が 491.9mg/L、平成 25 年 9 月洪水では、ダム建設前

が 667.4mg/L、ダム建設後が 342.7mg/L、平成 29 年 10 月洪水では、ダム建設前が

502.2mg/L、ダム建設後が 372.8mg/L となり、いずれの洪水においてもダム建設後の方

が低くなると予測した。洪水調節を行うような規模の出水では、ダム洪水調節地内に流

入した濁質が洪水調節地の上流側で堆積することにより、放流水の濁りが低くなると考

えられる。 

また、ダム洪水調節地内の環境基準値（河川 A 類型：25mg/L 以下）を超過する日数

を、表 5.1.4-49に示す。ダムサイト地点（表層）において、200年確率規模洪水では、

ダム建設前が 5 日、ダム建設後が 8 日、100 年確率規模洪水では、ダム建設前が 5 日、

ダム建設後が 7日、50年確率規模洪水では、ダム建設前が 5日、ダム建設後が 6日、平

成 25 年 9 月洪水では、ダム建設前が 6 日、ダム建設後が 6 日、平成 29 年 10 月洪水で

は、ダム建設前が 14 日、ダム建設後が 13 日となると予測した。 

以上のことから、ダム建設後の SS は、ダム建設前と比べ、洪水調節を行うような規

模の出水では、ダム洪水調節地内に流入した濁質が洪水調節地の上流側で堆積すること

により、放流水の濁りが低くなると予測した。なお、環境基準値の超過日数は、出水時

に洪水調節地内に堆積した濁質が水位低下後に徐々に流出することから、200 年確率規

模洪水、100年確率規模洪水及び 50年確率規模洪水のような大規模出水の場合には、や

や増加すると予測した。 
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表 5.1.4-48 主要 5 洪水のダム洪水調節地内の SS の時間データの予測結果 
単位：mg/L 

ケース 対象洪水 

ダムサイト地点（表層） 

ダム建設前 ダム建設後 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

ケース.1 1/200確率規模 1048.9 1.1 68.3 409.3 5.6 63.0 

ケース.2 1/100確率規模 958.6 1.1 62.8 482.3 4.2 58.4 

ケース.3 1/50確率規模 802.4 1.1 52.6 491.9 2.1 62.6 

ケース.4 平成25年9月洪水 667.4 0.9 45.6 342.7 0.9 42.6 

ケース.5 平成29年10月洪水 502.2 4.3 59.8 372.8 3.8 56.3 

注)1.ダム建設後のSSは、計算値を示す｡ 

2.最大値及び最小値は、注)1により算出した時間データの値から洪水調節開始から終了後の最大値、最小

値及び平均値を求めたものである。 

 

表 5.1.4-49 予測地点における SSの環境基準値を超過する日数 
単位：日 

ケース 対象洪水 
ダムサイト地点（表層） 

ダム建設前 ダム建設後 

ケース.1 1/200確率規模 5 8 

ケース.2 1/100確率規模 5 7 

ケース.3 1/50確率規模 5 6 

ケース.4 平成25年9月洪水 6 6 

ケース.5 平成29年10月洪水 14 13 
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図 5.1.4-87 主要 5 洪水の SS の時間データの予測結果(ダムサイト地点（表層)） 
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(ii) ダム下流河川 

ダム下流河川のダムサイト地点（大戸川）、下流地点（大戸川 支川合流前）、下流地

点（大戸川 瀬田川合流前）及び合流地点（瀬田川）について、主要 5 洪水での流況等

を用いて予測した結果を表 5.1.4-50 に示す。 

なお、合流地点（瀬田川）の 200年確率規模洪水、100年確率規模洪水及び 50年確率

規模洪水における予測については、各確率規模洪水における瀬田川の流量及び SS 濃度

を設定し難いことから、瀬田川合流前の濃度を踏まえて予測を行った。 

200年確率規模洪水の SSの時間データの最大値についてみると、ダムサイト地点（大

戸川）ではダム建設前が 1048.9mg/L、ダム建設後が 519.2mg/Lとなり、ダム建設後の方

が減少すると予測した。下流にいくほど SS の最大値は支川等からの合流による希釈や

濁質の沈降により低くなると予測した。合流地点（瀬田川）では、下流地点（大戸川 

瀬田川合流前）でダム建設前が 1048.9mg/L、ダム建設後が 457.8mg/Lと予測されたこと

から、ダム建設による影響はさらに低減すると予測した。 

100年確率規模洪水の SSの時間データの最大値についてみると、ダムサイト地点（大

戸川）ではダム建設前が 958.6mg/L、ダム建設後が 493.3mg/L となり、ダム建設後の方

が減少すると予測した。下流にいくほど SS の最大値は支川等からの合流による希釈や

濁質の沈降により低くなると予測した。合流地点（瀬田川）では、下流地点（大戸川 

瀬田川合流前）でダム建設前が 958.6mg/L、ダム建設後が 433.3mg/L と予測されたこと

から、ダム建設による影響はさらに低減すると予測した。 

50 年確率規模洪水の SS の時間データの最大値についてみると、ダムサイト地点（大

戸川）ではダム建設前が 802.4mg/L、ダム建設後が 479.2mg/L となり、ダム建設後の方

が減少すると予測した。下流にいくほど SS の最大値は支川等からの合流による希釈や

濁質の沈降により低くなると予測した。合流地点（瀬田川）では、下流地点（大戸川 

瀬田川合流前）でダム建設前が 802.4mg/L、ダム建設後が 274.6mg/L と予測されたこと

から、ダム建設による影響はさらに低減すると予測した。 

平成 25 年 9 月洪水の SS の時間データの最大値についてみると、ダムサイト地点（大

戸川）ではダム建設前が 667.4mg/L、ダム建設後が 363.0mg/L となり、ダム建設後の方

が減少すると予測した。下流にいくほど SS の最大値は支川等からの合流による希釈や

濁質の沈降により低くなり、瀬田川への合流に伴い、さらに、SSは低減すると予測した。

合流地点（瀬田川）ではダム建設前が 324.3mg/L、ダム建設後が 241.8mg/L と予測した。 

平成 29年 10月洪水の SSの時間データの最大値についてみると、ダムサイト地点（大

戸川）ではダム建設前が 502.2mg/L、ダム建設後が 363.1mg/L となり、ダム建設後の方

が減少すると予測した。下流にいくほど SS の最大値は支川等からの合流による希釈や

濁質の沈降により低くなり、瀬田川への合流に伴い、さらに、SSは低減すると予測した。

合流地点（瀬田川）ではダム建設前が 193.9mg/L、ダム建設後が 154.4mg/L と予測した。 

また、下流河川の環境基準値（河川 A 類型：25mg/L 以下）を超過する日数を、表 

5.1.4-51 に示す。ダムサイト地点（大戸川）では、200 年確率規模洪水では、ダム建設

前が 5 日、ダム建設後が 8 日、100 年確率規模洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設

後が 6 日、50 年確率規模洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設後が 6 日、平成 25 年
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9 月洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設後が 6 日、平成 29 年 10 月洪水では、ダム

建設前が 14日、ダム建設後が 13日となると予測した。下流地点（大戸川 支川合流前）

では、200 年確率規模洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設後が 5 日、100 年確率規

模洪水では、ダム建設前が 5日、ダム建設後が 5日、50年確率規模洪水では、ダム建設

前が 5 日、ダム建設後が 5 日、平成 25 年 9 月洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設

後が 5 日、平成 29 年 10 月洪水では、ダム建設前が 14 日、ダム建設後が 11 日となると

予測した。下流地点（大戸川 瀬田川合流前）では、200 年確率規模洪水では、ダム建設

前が 5 日、ダム建設後が 5 日、100 年確率規模洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設

後が 5 日、50 年確率規模洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設後が 4 日、平成 25 年

9 月洪水では、ダム建設前が 5 日、ダム建設後が 5 日、平成 29 年 10 月洪水では、ダム

建設前が 14日、ダム建設後が 10 日となると予測した。 

以上のことから、ダム建設後の SS は、ダム建設前と比べ、洪水調節を行うような規

模の出水では、下流河川のいずれの地点でもダム洪水調節地内に流入した濁質が洪水調

節地の上流側で堆積した後に放流されるため、濁りが低くなると予測した。なお、環境

基準値の超過日数は、出水時に洪水調節地内に堆積した濁質が水位低下後に徐々に流出

することから、200 年確率規模洪水、100 年確率規模洪水、50 年確率規模洪水及び平成

25年 9月洪水のような大規模出水の場合には、ダム直下地点（大戸川）においてやや増

加すると予測した。 
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表 5.1.4-50 主要 5 洪水のダム下流河川の SSの時間データの予測結果 
単位：mg/L 

ケース 対象洪水 

ダムサイト地点（大戸川） 

ダム建設前 ダム建設後 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

ケース.1 1/200確率規模 1048.9 1.1 67.3 519.2 4.5 75.0 

ケース.2 1/100確率規模 958.6 1.1 61.8 493.3 3.6 67.8 

ケース.3 1/50確率規模 802.4 1.1 51.7 479.2 2.0 56.3 

ケース.4 平成25年9月洪水 667.4 0.9 47.3 363.0 0.8 47.5 

ケース.5 平成29年10月洪水 502.2 4.3 60.3 363.1 3.6 52.2 

 

ケース 対象洪水 

下流地点（大戸川 支川合流前） 

ダム建設前 ダム建設後 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

ケース.1 1/200確率規模 1048.9 1.1 67.3 450.2 3.0 54.2 

ケース.2 1/100確率規模 958.6 1.1 61.8 438.2 2.4 48.9 

ケース.3 1/50確率規模 802.4 1.1 51.7 345.6 1.5 39.0 

ケース.4 平成25年9月洪水 667.4 0.9 47.3 273.3 0.6 33.9 

ケース.5 平成29年10月洪水 502.2 4.3 60.3 261.8 2.6 37.7 

 

ケース 対象洪水 

下流地点（大戸川 瀬田川合流前） 

ダム建設前 ダム建設後 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

ケース.1 1/200確率規模 1048.9 1.1 67.3 457.8 2.0 42.4 

ケース.2 1/100確率規模 958.6 1.1 61.8 433.3 1.6 38.2 

ケース.3 1/50確率規模 802.4 1.1 51.7 274.6 1.2 29.0 

ケース.4 平成25年9月洪水 667.4 0.9 47.3 260.3 0.5 26.3 

ケース.5 平成29年10月洪水 502.2 4.3 60.3 220.1 2.1 29.9 

 

ケース 対象洪水 

合流地点（瀬田川）注3 

ダム建設前 ダム建設後 

最大値 最小値 平均値 最大値 最小値 平均値 

ケース.4 平成25年9月洪水 324.3 4.6 40.9 241.8 4.6 37.9 

ケース.5 平成29年10月洪水 193.9 9.1 28.9 154.4 9.1 28.2 

注)1.ダム建設前及びダム建設後のSSは、計算値を示す｡ 

2.最大値及び最小値は、注)1.により算出した時間データの値から洪水調節開始から終了後の最大値、最小値

及び平均値を求めたものである。 

3.合流地点（瀬田川）の予測は、ケース.4及び5のみ実施。 
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表 5.1.4-51 予測地点における SSの環境基準値を超過する日数 
単位：日 

ケース 対象洪水 

ダムサイト地点 

（大戸川） 

下流地点（大戸川  

支川合流前） 

下流地点（大戸川  

瀬田川合流前） 

ダム 

建設前 

ダム 

建設後 

ダム 

建設前 

ダム 

建設後 

ダム 

建設前 

ダム 

建設後 

ケース.1 1/200確率規模 5 8 5 5 5 5 

ケース.2 1/100確率規模 5 6 5 5 5 5 

ケース.3 1/50確率規模 5 6 5 5 5 4 

ケース.4 平成25年9月洪水 5 6 5 5 5 5 

ケース.5 平成29年10月洪水 14 13 14 11 14 10 

 

単位：日 

ケース 対象洪水 
合流地点（瀬田川）注1 

ダム建設前 ダム建設後 

ケース.4 平成25年9月洪水 5 4 

ケース.5 平成29年10月洪水 10 10 

注)1.合流地点（瀬田川）の予測は、ケース.4及び5のみ実施。 

  



5.1.4-171 

 

 

 

 

 
図 5.1.4-88 主要 5 洪水の SS の時間データの予測結果（ダムサイト地点（大戸川）） 
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図 5.1.4-89 主要 5 洪水の SS の時間データの予測結果（下流地点（大戸川 支川合流前）） 
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図 5.1.4-90 主要 5 洪水の SS の時間データの予測結果（下流地点（大戸川 瀬田川合流前）） 
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図 5.1.4-91 主要 5 洪水の SS の時間データの予測結果（合流地点（瀬田川）） 
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5.1.4.4 環境保全措置の検討 

(1) 環境保全措置の検討項目 

「工事の実施（試験湛水の実施以外）」に伴う土砂による水の濁り及び水素イオン濃度、

「工事の実施（試験湛水の実施）」に伴う土砂による水の濁り、水温、富栄養化及び溶存酸

素量、「土地又は工作物の存在及び供用」における土砂による水の濁りを事業者により実行

可能な範囲内でできる限り回避又は低減するための環境保全措置については、表 5.1.4-52

に示すとおり、予測結果から環境への影響は極めて小さいと判断し、検討を行わないことと

した。 
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表 5.1.4-52 予測・評価結果と環境保全措置 

項目 予測結果の概要 

環境保全措置の検討 

工事の 

実施 

土地又は工作物 

の存在及び供用 

土砂に

よる水

の濁り 

＜工事の実施(試験湛水の実施以外)＞ 

・ダム建設中の SS は、濁水処理施設により SSを低

減して河川に放流されることから、ダム建設前と同

程度と予測した。 

＜工事の実施(試験湛水の実施)＞ 

・試験湛水時の SS は、洪水調節地内に流入した濁

質が洪水調節地の上流側で堆積することにより、最

大値、平均値及び環境基準値(SS25mg/L 以下)の超過

日数は、ダム直上地点及びダム下流河川の各予測地

点ともダム建設前と同程度か減少すると予測した。 

＜土地又は工作物の存在及び供用＞ 

・ダム建設後の SS は、ダム建設前と比べ、洪水調

節を行うような規模の出水では、洪水調節地内に流

入した濁質が洪水調節地の上流側で堆積することに

より、放流水の濁りが低くなると予測した。なお、

出水時に堆積した濁質が水位低下後に徐々に流出す

ることから、環境基準値(SS25mg/L以下)の超過日数

は、大規模出水の場合にはダム洪水調節地内及びダ

ム直下地点においてやや増加すると予測した。 

― 

（試験湛水

の実施 

以外） 

 

― 

（試験湛水

の実施） 

― 

水素 

イオン

濃度 

＜工事の実施(試験湛水の実施以外)＞ 

・ダム建設中の pH は、中和処理施設で処理され河

川に放流されることから、ダム建設前と比べ同程度

と予測した。 

―  

水温 ＜工事の実施(試験湛水の実施)＞ 

・洪水調節地内及び下流河川の試験湛水時の水温

は、試験湛水に伴いダムに一時的に貯水すること

で、ダム建設前と比べて秋季から冬季の気温の変化

に伴う水温の低下が緩やかになると予測した。ただ

し、時間の経過とともに水温は低下しており、試験

湛水完了後は、ダム建設前に戻ると考えられる。 

・大戸川の予測地点の試験湛水時の水温は、ダム建

設前 10 か年変動幅に概ね収まっており、ダム建設

前と比べ変化は小さいと考えられる。 

―  

富栄養

化 

＜工事の実施(試験湛水の実施)＞ 

・ダム洪水調節地内では、試験湛水時の T-N、T-P、

COD 及び Chl-a は、ダム建設前と比べ同程度と予測

した。Chl-aは極貧栄養の階級になると予測した。 

・ダム下流河川の BODは、ダム建設前と比べ同程度

と予測した。 

―  

溶存酸

素量 

＜工事の実施(試験湛水の実施)＞ 

・ダム洪水調節地内の試験湛水時の溶存酸素量は、

ダム建設前と比べて低下するものの、環境基準値

(7.5mg/L 以上)未満となる日はないと予測した。 

―  

注)1.○：環境保全措置の検討を行う。 

2.―：環境保全措置の検討を行わない。  
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(2) 事業者として配慮する事項 

事業実施区域周辺の水質に対して、必要に応じて次の環境配慮を行うものとする。 

1) 水質モニタリングの実施 

工事中及び供用後の水質の変化の有無等の確認のため、水質のモニタリングを実施する。

なお、水質事故の発生が確認された際には、適切な対策を行う。 

 

2) 試験湛水の実施方法等を踏まえた水環境の検討 

今後行う試験湛水の実施方法等の検討結果をふまえ、必要に応じて水環境の検討を行う。 

 

上記を実施した結果、影響が懸念される場合には、必要に応じて調査を行い、影響の程

度が著しいことが明らかになった場合には、専門家の指導、助言を得ながら、適切な措置

を講ずる。 
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5.1.4.5 事後調査 

事後調査は、「予測の不確実性の程度が大きい選定項目について環境保全措置を講ずる場

合」、「効果に係る知見が不十分な環境保全措置を講ずる場合」、「工事の実施中及び土地又は

工作物の供用開始後において環境保全措置の内容をより詳細なものにする必要があると認め

られる場合」、及び「代償措置について、効果の不確実性の程度及び知見の充実の程度を勘案

して事後調査が必要であると認められる場合」において、環境影響の程度が著しいものとな

るおそれがあるときは、ダム事業に係る工事の実施中及び土地又は工作物の供用開始後にお

いて環境の状況を把握するために行う。 

大戸川ダムのような流水型ダムの水質変化に関する知見は少なく、流水を貯水した場合の

ダム洪水調節地での濁質の堆積現象及び巻き上げ現象の予測には不確実性がある。そのため、

工事の実施時(試験湛水の実施)及び土地又は工作物の存在及び供用における土砂による水の

濁りについては、事後調査を実施する。 

実施するとした事後調査の項目及び手法等を表 5.1.4-53に示す。 

 

表 5.1.4-53 事後調査の項目及び手法等 

項目 手法等 

水質 

土 砂 に

よ る 水

の濁り 

1.行うこととした理由 

 工事の実施（試験湛水の実施）及び土地又は工作物の存在及び

供用において、流水型ダムの水質変化（特に洪水調節後にダム洪

水調節地内の側岸・平地への堆積及びその後の降雨による流出）

に関する知見が少なく、洪水調節により流水を貯水した場合のダ

ム洪水調節地での濁質の堆積現象及び濁質の巻き上げ現象の予測

に不確実性がある。 

2.手法 

 調査時期は、工事の実施における試験湛水時及び土地又は工作

物の供用開始後における洪水調節を行う出水時とし、調査地域は

大戸川ダムの下流河川（大戸川及び瀬田川）の水質を把握できる

地域とする。 

 調査方法は、採水及び土砂による水の濁りに係る項目の分析等

による。 

3.環境影響の程度が著しいことが明らかになった場合の対応の方

針 

 土砂による水の濁りの状況に応じ、専門家の指導、助言により

対応する。事後調査の結果によっては、追加の環境保全措置を実

施する。 
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5.1.4.6 評価の結果 

(1) 評価の手法 

1) 回避又は低減等の視点 

水質については、工事の実施、土地又は工作物の存在及び供用による環境影響に関し、

環境保全設備の設置及び施設の運用等により、事業者により実行可能な範囲内でできる限

り回避され、又は低減されているかどうか、必要に応じその他の方法により環境の保全に

ついての配慮が適正になされているかどうかについて事業者の見解を明らかにすることに

より行った。 

 

2) 基準又は目標との整合の視点 

国の定めた基準又は目標と調査及び予測の結果との間に整合が図られているかどうかを

評価した。大戸川では、生活環境の保全に関する環境基準（河川 A類型）等を用いた。 

 

(2) 評価の結果 

1) 回避又は低減に係る評価 

水質については、工事の実施における土砂による水の濁り、水温、富栄養化、溶存酸素

量及び水素イオン濃度、土地又は工作物の存在及び供用における土砂による水の濁りにつ

いて調査、予測を実施した。その結果、環境への影響は極めて小さいと判断し、環境保全

措置については検討を行わないこととした。水質に係る環境影響は事業者により実行可能

な範囲内でできる限り回避又は低減されていると評価する。 

 

2) 基準又は目標との整合性の検討 

大戸川は河川 A類型に指定されている。このことから、大戸川における基準又は目標との

整合性の検討については、生活環境の保全に関する環境基準の河川 A 類型との比較を行っ

た。富栄養化については、OECD の栄養度の区分との比較を行った。 

 

(a) 工事の実施 

a) 試験湛水の実施以外 

(i) 土砂による水の濁り[土壌に係る環境その他の環境]  

工事の実施における土砂による水の濁りについての基準又は目標との整合性の検討に

ついては、SS の環境基準値（河川 A 類型：25mg/L 以下）と予測結果の比較をダム建設

前とダム建設中の環境基準値超過日数で行った。環境基準値（河川 A 類型：25mg/L 以

下）を超過する日数について、ダム建設前、ダム建設中を比較した結果は、表 

5.1.4-54に示すとおりであり、いずれの地点でもダム建設前に比べ同程度と予測した。 

以上のことから、工事の実施における土砂による水の濁りについては、基準との整合

は概ね図られていると評価する。 

  



5.1.4-180 

 

表 5.1.4-54 SS の環境基準値を超過する日数 
単位：日 

年 

大戸川 瀬田川 

ダムサイト直下地点 

（大戸川） 

下流地点 

（大戸川 支川合流前） 

下流地点 

（大戸川 瀬田川合流前） 

合流地点 

（瀬田川） 

ダム 

建設前 

ダム建設中 ダム 

建設前 

ダム建設中 ダム 

建設前 

ダム建設中 ダム 

建設前 

ダム建設中 

処理無 処理 処理無 処理 処理無 処理 処理無 処理 

平成 24年 39 92 41 30 63 30 29 48 29 1 1 1 

平成 25年 16 57 17 14 40 14 14 30 14 0 0 0 

平成 26年 24 79 24 21 54 21 20 41 20 0 0 0 

平成 27年 36 90 38 25 64 25 22 45 23 0 0 0 

平成 28年 54 105 55 44 80 45 37 55 37 0 0 0 

平成 29年 40 91 40 33 62 33 33 47 33 0 0 0 

平成 30年 35 88 35 24 69 24 20 53 21 0 0 0 

令和元年 49 109 49 42 84 42 38 57 38 0 0 0 

令和 2年 55 107 57 50 82 50 47 64 47 0 0 0 

令和 3年 65 110 67 60 94 60 54 74 54 0 0 0 

平均値 41 93 42 34 69 34 31 51 32 0 0 0 

注)1.ダム建設前の SS 及びダム建設中の SS は、計算値の環境基準値を超過する日数を示す｡ 
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(ii) 水素イオン濃度 

工事の実施における水素イオン濃度についての基準又は目標との整合性の検討につい

ては、pH の環境基準値(河川 A 類型：6.5 以上、8.5 以下)と予測結果の比較を行った。 

環境基準値(河川 A 類型：6.5 以上、8.5 以下)について、ダム建設前及びダム建設中

を比較した結果は、表 5.1.4-55 に示す。合流地点（瀬田川）については最大値が高い

値となっているが、これは瀬田川の pH が高いためであり、ダム建設前と建設中では pH

に変化は少ないと予測した。その他の地点においては、中和設備から排水基準の上下限

値である pH5.8及び 8.6で放流した場合のいずれも環境基準値(河川 A類型：6.5以上、

8.5 以下)の範囲内に収まっている。 

以上のことから、工事の実施における水素イオン濃度については、基準との整合は図

られていると評価する。 

 

表 5.1.4-55 pH の予測結果 

区分 

ダムサイト直下地点（大戸川） 

ダム建設前 

ダム建設中 

環境基準 pH5.8 で河川に 

放流した場合 

pH8.6 で河川に 

放流した場合 

最大値 7.9 7.9 8.0 8.5 

最小値 7.2 7.1 7.3 6.5 

 

区分 

下流地点（大戸川 支川合流前） 

ダム建設前 

ダム建設中 

環境基準 pH5.8 で河川に 

放流した場合 

pH8.6 で河川に 

放流した場合 

最大値 7.9 7.9 8.0 8.5 

最小値 7.2 7.1 7.3 6.5 

 

区分 

下流地点（大戸川 瀬田川合流前） 

ダム建設前 

ダム建設中 

環境基準 pH5.8 で河川に 

放流した場合 

pH8.6 で河川に 

放流した場合 

最大値 7.9 7.9 8.0 8.5 

最小値 7.2 7.2 7.3 6.5 

 

区分 

合流地点（瀬田川） 

ダム建設前 

ダム建設中 

環境基準 pH5.8 で河川に 

放流した場合 

pH8.6 で河川に 

放流した場合 

最大値 9.6 9.6 9.6 8.5 

最小値 7.1 7.1 7.1 6.5 

注)1.ダム建設前 pH は、観測値の最大値及び最小値を示す。 

2.ダム建設中 pH は、計算値を示す。 
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b) 試験湛水の実施 

(i) 土砂による水の濁り 

試験湛水の期間の土砂による水の濁りについての基準又は目標との整合性の検討につ

いては、SS の環境基準値（河川 A 類型：25mg/L 以下）と予測結果の比較をダム建設前

と試験湛水時の環境基準値超過日数で行った。 

SSの環境基準値を超過する日数についてダム建設前、試験湛水時で比較した結果を表 

5.1.4-56 及び表 5.1.4-57 に示す。 

試験湛水期間が中間の年及び試験湛水期間が長い年のいずれも、全ての地点において

試験湛水時はダム建設前と比べ環境基準値の超過日数が減少すると予測した。 

以上のことから、試験湛水の期間の土砂による水の濁りについては、基準との整合が

概ね図られていると評価する。 

 

表 5.1.4-56 ダム洪水調節地の SSの環境基準値を超過する日数 
単位：日 

 
ダムサイト地点（表層） 

ダム建設前 試験湛水時 

試験湛水期間が中間の年(194 日間) 4 0 

試験湛水期間が長い年(217 日間) 2 0 

注)1.ダム建設前の SS 及び試験湛水時の SS は、計算値の環境基準値を超過する日数を示す｡ 

 

表 5.1.4-57 ダム下流河川の SS の環境基準値を超過する日数 
単位：日 

 

大戸川 瀬田川 

ダムサイト地点

（大戸川） 

下流地点（大戸川 

支川合流前） 

下流地点（大戸川 

瀬田川合流前） 

合流地点 

（瀬田川） 

ダム 

建設前 

試験湛

水時 

ダム 

建設前 

試験湛

水時 

ダム 

建設前 

試験湛

水時 

ダム 

建設前 

試験湛

水時 

試験湛水期間が中間の年 

(194日間) 
4 0 4 1 4 1 0 0 

試験湛水期間が長い年 

(217日間) 
2 0 2 0 2 1 0 0 

注)1.ダム建設前の SS 及び試験湛水時の SS は、計算値の環境基準値を超過する日数を示す｡ 

  











5.1.4-187 

【引用・参考文献】 

1） ダム事業における環境影響評価の考え方（河川事業環境影響評価研究会 平成12年3月 財

団法人ダム水源地環境整備センター） 




